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支
部・組
合
員
店
の
投
稿
を
募
集
中

　

採
用
さ
れ
た
場
合
は
、店
名・顔
写
真
等
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
お
客
様
に
も
配
布
し
て
い
る
た
め
、貴
店
の
Ｐ
Ｒ
に

な
り
ま
す
。

　

コ
ラ
ム・
支
部
情
報
・
貴
店
の
取
組
な
ど
な
ど
、な
ん
で
も
結
構

で
す
。

　

次
回
１
３
９
号
の
投
稿
締
め
切
り
は
、４
月
末
ま
で
に
組
合
事
務

局
に
お
願
い
し
ま
す
。

令和６年１月１日
組合員総数

112店
お寿司屋さんを探すならココ

http://www.shizuoka-sushi.jp/

令
和
６
年
の
新
春
を

迎
え
謹
ん
で
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

　

令
和
６
年
の
新
春
を
迎
え

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
初
め
か
ら
コ
ロ
ナ

前
の
日
常
に
戻
っ
て
参
り
ま

し
た
が
、
２
０
２
２
年
９
月

か
ら
大
幅
な
円
安
傾
向
へ
と

進
み
、
原
油
価
格
が
上
が

り
、
こ
れ
に
連
動
し
て
電
気

料
金
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
や
物
流
コ
ス
ト
が
上
が

り
、
全
体
的
な
物
価
上
昇
が

起
こ
り
、
値
上
げ
の
報
道
が

増
え「
値
上
げ
は
仕
方
な
い
」

と
い
う
風
潮
が
生
ま
れ
ま
し

た
。

　

政
府
は
賃
上
げ
を
推
奨
す

る
も
の
の
、
応
じ
ら
れ
る
の

は
一
部
の
大
企
業
に
限
ら

れ
、
多
く
の
業
種
で
賃
上
げ

出
来
な
い
の
が
現
状
で
あ
り

ま
す
。

　

春
先
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
よ
り
日
本
に
訪
れ
る
海
外

の
お
客
様
が
急
激
に
増
え
、

そ
の
影
響
か
ら
宿
泊
業
や
観

光
業
、
飲
食
業
は
活
気
を
取

り
戻
し
、
大
変
喜
ば
し
い
事

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
大
分
県
全
国
大
会

に
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
と
て
も
楽
し
い

大
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を

ご
報
告
が
て
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
は
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
年
で
も
あ
り
、
日

本
選
手
団
の
心
躍
ら
せ
る
活

躍
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
、
そ
ん

な
喜
び
の
場
に
ど
ん
ど
ん
お

い
し
い
お
寿
司
を
届
け
ら
れ

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

　

私
は
個
人
的
に
第
１
０
０

回
の
箱
根
駅
伝
記
念
大
会
に

お
い
て
の
母
校
駒
澤
大
学
の

快
走
を
心
か
ら
期
待
し
素
晴

ら
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て

く
れ
れ
ば
い
い
な
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

駒
澤
大
学
は
曹
洞
宗
の
学

で
す
が
、
今
度
は
、
そ
れ
に

従
事
す
る
労
働
者
が
集
ま
ら

ず
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を

泣
く
泣
く
見
送
る
事
業
者
が

現
れ
ま
し
た
。

　

飲
食
店
は
高
い
時
給
で
求

人
を
出
し
て
も
ア
ル
バ
イ
ト

が
集
ま
ら
ず
、
大
手
飲
食
チ

ェ
ー
ン
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
中
に
休
業
す
る
店
舗

が
出
て
、
そ
の
状
況
が
メ
デ

ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、

飲
食
店
で
の
求
人
の
難
し
さ

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
原
因
は
、
経
営
者
や

店
長
な
ど
が
理
不
尽
に
怒
っ

た
り
、
人
手
が
足
り
な
い
か

ら
と
休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず

無
理
に
シ
フ
ト
に
入
れ
た

り
、
一
人
に
お
店
を
営
業
さ

せ
た
（
ワ
ン
オ
ペ
）
と
云
っ

た
話
が
表
面
化
し
た
た
め
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

明
る
い
話
題
と
致
し
ま
し

て
は
、
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
ま

で
に
は
回
復
し
て
い
な
い
も

の
の
、
売
上
を
伸
ば
し
て
い

る
店
舗
が
増
加
し
て
い
る
事

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
前
と
は
お
客
様
の

動
向
が
変
わ
っ
て
い
る
事
を

校
で
し
て
曹
洞
宗
の
開
祖
道

元
禅
師
が
「
我
逢
人
」（
が

お
う
じ
ん
）
と
い
う
言
葉
を

残
し
て
い
ま
す
。「
我
れ
人

に
逢
う
な
り
」
人
と
の
出
会

い
か
ら
す
べ
て
が
生
ま
れ

る
、
一
期
一
会
を
大
切
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
教
え
で
す
。

　

昨
年
よ
り
国
内
、
外
を
問

わ
ず
人
の
流
れ
が
活
発
に
な

り
、
今
年
は
私
達
の
商
い
に

も
大
い
に
期
待
の
持
て
る
年

に
な
る
で
し
ょ
う
、
私
も
本

年
は
「
一
期
一
会
」
を
テ
ー

マ
に
多
く
の
組
合
員
の
皆
様

に
逢
い
に
行
き
組
合
活
動
が

ま
す
ま
す
活
発
に
な
る
よ
う

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
多
く
の
お
客
様
と

の
素
敵
な
出
会
い
か
ら
多
く

の
縁
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

理
解
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

商
売
を
行
う
事
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
お
店
の
規
模

に
関
係
な
く
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
、
外
国
人
の
お
客
様
へ
の

接
客
、
従
業
員
の
雇
用
環
境

な
ど
、
常
に
様
々
な
勉
強
が

求
め
ら
れ
る
時
代
に
入
り
ま

し
た
。

　

現
在
の
30
代
、
40
代
の

方
々
は
、
不
景
気
の
時
代
に

成
人
し
、
安
価
な
外
食
が
当

た
り
前
と
な
っ
た
時
代
を
過

ご
し
、
お
金
の
使
い
方
が
大

き
く
様
変
わ
り
し
て
い
る
事

も
認
識
し
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
全
国
す
し

連
合
会
で
は
10
月
17
日
に
第

66
回
全
国
す
し
連
大
分
大
会

を
大
分
県
大
分
市
に
お
い
て

「
す
し
と
心
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
致
し
ま
し
た
。

　

大
分
県
で
の
全
国
大
会
開

催
は
50
年
ぶ
り
で
、
遠
方
で

の
開
催
で
し
た
の
で
、
久
々

に
通
常
の
全
国
大
会
ら
し
い

大
会
を
開
催
出
来
ま
し
て
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

11
月
7
日
に
は
、
各
組
合

が
独
自
に
企
画
し
販
売
し
て

い
る
商
品
の
発
表
会
と
し

て
、
組
合
企
画
商
品
発
表
会

を
都
内
ホ
テ
ル
で
開
催
致
し

ま
し
た
が
、
出
席
さ
れ
た

方
々
に
対
し
大
い
に
刺
激
に

な
り
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

も
あ
り
成
功
の
裡
に
終
了
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

様
々
な
問
題
に
直
面
し
、

従
来
通
り
の
商
売
を
す
る
事

が
難
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

良
質
な
食
材
を
使
い
、
洗
練

さ
れ
た
技
術
で
美
味
し
い
商

品
を
提
供
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
情

報
発
信
を
行
い
、
お
客
様
が

来
店
さ
れ
る
よ
う
、
日
々
頑

張
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

私
は
、
組
合
行
事
に
参
加

し
、
他
の
組
合
員
の
方
々
と

仕
入
や
接
客
サ
ー
ビ
ス
、
販

売
促
進
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
、
ご
商
売
に
役
立

つ
何
か
を
見
つ
け
て
下
さ
る

事
が
、
最
大
の
組
合
加
入
メ

リ
ッ
ト
で
は
な
い
か
と
常
日

頃
か
ら
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

末
尾
に
、
皆
様
の
ご
活
躍

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

新
春
の
ご
挨
拶

新
春
の
ご
挨
拶

【令和６年１月１日～の静岡県すし券事業について】
日頃は、すし券事業にご理解ご協力を誠にありがとうございます。
さて、すでにご承知と思いますが、静岡県すし組合発行のすし券（最終有効期限2023.12.31）は、2023年（令和５年）12月31日終
日をもって、お客様からの回収責務が無事に終了いたしました。
2024年（令和６年）１月１日以降は、静岡県発行のすし券は流通いたしません。
【お客様からの受取と換金について】
令和６年１月１日からお客様が使用する「すし券」は、静岡県以外の都道府県すし組合発行「すし券」のみとなりますが、静岡
県では従来通りすし券取扱店で使用できます。
お客様から受け取ったすし券は、本部にて従来通り「換金」しますので、安心して快く受け取ってください。
（但し、有効期限はしっかり確認お願いします。）
他県発行のすし券も、毎年12.31期限となり、翌年２月末までは換金猶予期間があります。
【すし券販売について】
すし券の販売については、静岡県は「東京都すし組合発行のすし券」を販売しています。
即ち、静岡県はすし券事業については継続しています。
すし券が購入・利用できるお店は、１月１日現在93店あります。
今後とも誤解のないように、ご理解ご協力を宜しくお願いいたします。
また、不明点等あれば、県事務局まで連絡をください。

静岡県発行のすし券は回収責務が無事に終了！
今後の静岡県「すし券事業」について必読ください。

全国すし商生活衛生同業組合連合会　会長
東京都鮨商生活衛生同業組合　理事長

浅野 哲哉

静岡県理事長
齋田 成広

すし券委員長
清水 袖師すし鐵
梅本 賀津也

洞江水産
ド ウ コ ウ

重要
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第
66
回
全
国
す
し
連
大
分

大
会
は
「
す
し
と
心
」
を
テ

ー
マ
に
、
令
和
５
年
10
月
17

日
㈫
に
大
分
県
大
分
市
に
あ

る
Ｊ
：Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
の
参
加
者
は
約

４
０
０
名
（
静
岡
県
11
名
参

加
）
で
し
た
。

　

会
場
内
で
は
近
代
化
展
、

物
産
展
を
開
催
し
、
大
会
式

典
で
は
開
会
宣
言
、
国
歌
斉

唱
、
組
合
物
故
者
に
対
す
る

黙
祷
の
後
、
各
種
表
彰
の
授

与
、
来
賓
祝
辞
と
続
き
、
大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
並
び
に
大
会

宣
言
文
が
採
択
さ
れ
、
次
年

度
開
催
県
で
あ
る
岩
手
県
す

し
組
合
に
大
会
旗
が
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。

　

矢
野
大
和
氏
に
よ
る
「
笑

っ
て
元
気
、
握
っ
て
つ
な
げ

る
人
と
の
和
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
基
調
講
演
の
後
、
レ
ン

ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分
に
移

動
し
て
の
懇
親
会
。

　

大
分
県
漁
業
協
同
組
合
様

か
ら
提
供
の
か
ぼ
す
ブ
リ
の

刺
身
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
大

使
館
様
か
ら
提
供
の
ノ
ル
ウ

ェ
ー
サ
ー
モ
ン
の
カ
ル
パ
ッ

チ
ョ
、
大
分
名
物
の
鶏
の
唐

揚
げ
な
ど
の
料
理
や
大
分
の

焼
酎
を
楽
し
み
な
が
ら
、
サ

プ
ラ
イ
ズ
で
オ
セ
ロ
中
島
知

子
さ
ん
も
登
場
、
豪
華
景
品

が
当
た
る
抽
選
会
も
あ
り
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ち
ゃ
っ
か
り
自
分
は
一
番

良
い
賞
を
い
た
だ
い
ち
ゃ
い

ま
し
た
よ

　

最
後
に
第
67
回
全
国
す
し

連
岩
手
大
会
の
Ｐ
Ｒ
が
あ

り
、
大
成
功
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
組
合
ゴ
ル
フ
部
4

名
で
大
分
東
急
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
で
ラ
ウ
ン
ド
。

　

天
気
も
良
く
最
高
で
し
た
。

　

帰
り
に
別
府
市
で
温
泉
に

浸
か
り
、
疲
れ
を
癒
し
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

　

次
回
は
令
和
６
年
10
月
23

日
㈬
第
67
回
全
国
す
し
連
岩

手
大
会
も
楽
し
み
で
す
。

　

今
年
の
全
国
大
会
は
大
分

県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
静

岡
組
合
員
か
ら
、
斎
田
理
事

長
は
じ
め
総
勢
11
名
の
メ
ン

バ
ー
で
参
加
致
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
［
す
し
と
心
］

　

全
国
か
ら
集
ま
る
す
し
組

合
員
の
方
々
が
、
集
結
す
る

会
場
は【
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト

ホ
ー
ル
】
会
場
は
と
に
か
く

大
き
く
て
迫
力
満
点
で
し
た
。

　

大
会
が
始
ま
り
、
大
分
組

合
理
事
長
の
ご
挨
拶
を
は
じ

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
の
方

の
ご
挨
拶
も
熱
い
も
の
を
感

じ
ま
し
た
。
控
室
の
方
で

は
、
大
分
特
産
ブ
ー
ス
が
並

ん
で
お
り
、
大
分
焼
酎
二
階

堂
酒
造
さ
ん
の
試
飲
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
係
員

の
方
々
に
一
つ
一
つ
説
明
を

聞
き
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
せ
ま
し
た
。

懇
親
会

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
大
分

　

懇
親
会
で
は
総
勢
４
０
０

名
の
方
々
で
、
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
は
、
参
院

議
員
片
山
さ
つ
き
さ
ん
と
オ

セ
ロ
中
島
知
子
さ
ん
な
ど
ご

来
場
し
て
お
り
ま
し
た
。
各

県
の
円
卓
テ
ー
ブ
ル
に
て
大

分
地
産
地
消
の
食
を
堪
能
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特

に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
の

は
、
カ
ボ
ス
で
す
ね
。

　

さ
す
が
大
分
県
で
す
。
円

卓
の
真
ん
中
に
カ
ボ
ス
ど
っ

さ
り
置
い
て
あ
り
ま
し
て
、

食
べ
物
、
飲
み
物
、
全
て
に

カ
ボ
ス
を
か
け
て
召
し
上
が

る
ス
タ
イ
ル
に
は
圧
巻
で
し

た
。
魚
に
も
、
肉
に
も
、
お

酒
に
も
、
カ
ボ
ス
あ
い
ま
す

ね
。
大
分
県
の
皆
様
の
カ
ボ

ス
愛
を
と
て
も
感
じ
ま
し
た
。

二
次
会
会
場
都
町

　

会
場
を
後
に
し
ま
し
て
タ

ク
シ
ー
待
ち
で
か
な
り
の
長

い
行
列
が
で
き
て
お
り
ま
し

た
。

　

こ
こ
か
ら
夜
の
町
へ
と
各

県
の
組
合
員
さ
ん
達
と
意
見

交
換
会
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

平
日
の
夜
の
町
で
し
た
が

大
盛
り
上
が
り
の
夜
に
な
り

ま
し
た
。
お
店
の
接
客
、
お

も
て
な
し
、
全
て
に
お
い
て

温
か
く
お
気
遣
い
さ
れ
て
ま

し
た
。

ま
と
め

　

私
は
、
今
回
の
全
国
大
会

参
加
は
３
回
目
で
し
た
が
、

す
ご
く
良
い
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

や
は
り
、
全
国
か
ら
組
合

員
の
方
々
に
お
会
い
で
き
る

の
で
、
い
ろ
ん
な
お
話
を
聞

く
事
が
で
き
る
し
、
自
分
の

知
ら
な
い
事
を
聞
け
て
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
組
合
員
の
皆

様
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。
是
非
来
年
の
岩
手
大
会

も
盛
り
上
が
っ
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

理
事
長
・
互
助
会
会
長

松
乃
寿
司

齋
田
成
広

（
焼
津
支
部
）

常
任
相
談
役

㈱
藤
す
し

加
藤
貞
美

（
三
島
支
部
）

常
務
理
事
・
支
部
長
・
新
聞
委
員
長

千
鳥
寿
司

夏
目
雅
俊

（
浜
松
支
部
）

理
事
・
支
部
長 の

ん
き
寿
司

木
谷
成
克

（
伊
東
支
部
）

常
務
理
事
・
事
業
企
画
委
員
長

千
代
田
吉
野
鮨

大
塩
一
義

（
静
岡
支
部
）

副
理
事
長
・
筆
頭
理
事
会
計

驛
前
松
乃
鮨

植
田
聞
滋

（
静
岡
支
部
）

理
　
事

八
千
代
寿
し
鐵

大
鹽
敦
之

（
静
岡
支
部
）

理
　
事

入
船
鮨
本
店

稲
葉
敏
雄

（
静
岡
支
部
）

筆
頭
副
理
事
長入

船
鮨
本
店 

川
澄
真
一
郎

（
静
岡
支
部
）

理
事
・
す
し
券
委
員
長

袖
師
寿
し
鐵

梅
本
賀
津
也

（
清
水
支
部
）

理
　
事

魚
竹
寿
司

千
葉
由
美

（
清
水
支
部
）

支
部
長

㐂
作
寿
司 

村
田
芳
彦

（
三
島
支
部
）

常
務
理
事
・
支
部
長

井
筒
屋 

朝
日
　
璋

（
庵
原
支
部
）

副
理
事
長
・
理
事
会
計
・
支
部
長

魚
　
久

鈴
木
久
雄

（
藤
枝
支
部
）

理
事
・
支
部
長寿

司
実
本
店

實
石
　
勇

（
焼
津
支
部
）

県すし組合の県旗

副
理
事
長
・
技
術
委
員
長

す
し
処 

尾
崎

尾
崎
吉
宜

（
静
岡
支
部
）

理
事
・
支
部
長㈲

双
葉
寿
司

髙
島
栄
司

（
沼
津
支
部
）

常
務
理
事

さ
が
み
寿
司

町
田
　
寛

（
伊
東
支
部
）

副
理
事
長
・
支
部
長
・
広
報
委
員
長

㈲
沖
之
寿
司

甲
賀
進
一

（
磐
田
支
部
）

専
務
理
事
・
支
部
長
・
す
し
祭
委
員
長

末
廣
鮨
本
店

望
月
達
矢

（
静
岡
支
部
）

常
務
理
事

吉
野
鮨
高
松
店 

西
澤
保
雄

（
静
岡
支
部
）

常
務
理
事
・
情
報
化
対
策
委
員
長

寿
し
幸
実
宇
栄

小
田
幸
寿

（
静
岡
支
部
）

支
部
長

吉
野
寿
司
高
部
店

出
川
圭
介

（
清
水
支
部
）

監
　
事

ま
ぐ
ろ
寿
司

髙
橋
久
雄

（
清
水
支
部
）

監
　
事

俺
ら
の
家
ま
で

赤
堀
太
亮

（
静
岡
支
部
）

常
務
理
事
・
理
事
会
計

寿
司
割
烹
　
船
正

村
岡
正
美

（
静
岡
支
部
）

理
　
事

寿
司
職
人
び
る
川

尾
留
川
健
太

（
静
岡
支
部
）

県
事
務
局
　
事
務
局
長

田
嶋
清
江

謹賀新年

全国すし連
大分大会
参加報告

第66回

執
行
部

理
事
と

各
役
員

常
任
相
談
役

魚
竹
寿
司

竹
内
勝
利

（
清
水
支
部
）

常
任
相
談
役

あ
め
や
鮨

長
倉
慶
雄

（
三
島
支
部
）

のんき寿司
木谷 成克
（伊東支部）

寿し幸実宇栄
小田 幸寿
（静岡支部）
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令
和
５
年
11
月
１
日
㈬
名

古
屋
市
の
東
邦
ガ
ス
プ
ロ
厨

房
オ
イ
シ
ス
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

静
岡
県
か
ら
は
６
名
が
参

加
い
た
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
日
々
の
努
力
が

実
り
、
全
員
が
入
賞
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
嬉
し
い

限
り
で
す
。
今
後
も
県
技
術

委
員
会
で
は
、
す
し
職
人
の

技
術
・
技
術
向
上
・
強
化
を

図
る
た
め
に
、
技
術
講
習
会

開
催
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

　

令
和
５
年
11
月
７
日
㈫

に
、
東
京
都
新
宿
「
京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
」で
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
17
県
が
参
加
い
た

し
ま
し
た
。

　

各
組
合
が
地
域
の
特
色
を

　

11
月
15
日
㈬
福
島
県
寿
司

組
合
様
よ
り
技
術
講
習
会
の

講
師
と
し
て
派
遣
依
頼
が
有

り
ま
し
た
。

　

磐
田
支
部
甲
賀
氏
と
尾
崎

で
、
福
島
市
に
あ
り
ま
す
理

事
長
さ
ん
の
喜
久
寿
し
さ
ん

に
て
、
技
術
講
習
会
を
行
い

ま
し
た
。
20
数
名
の
組
合
員

様
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

甲
賀
技
術
副
委
員
長
が
、

巻
物
、
握
り
寿
司
、
関
西
江

戸
盛
り
を
実
演
披
露
し
て
、

な
か
な
か
本
や
写
真
で
は
分

か
ら
な
い
作
業
工
程
を
見
て

頂
き
、
皆
さ
ん
も
熱
心
に
メ

モ
写
真
を
と
っ
て
勉
強
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
根
本
理
事

長
、
鈴
木
技
術
委
員
長
、
組

合
員
さ
ん
に
も
大
変
喜
ん
で

頂
き
ま
し
た
、
今
回
福
島
県

さ
ん
と
も
良
い
関
係
が
築
く

事
が
出
来
ま
し
て
良
か
っ
た

で
す
。

い
ま
す
。

【
結
果
報
告
】

■
巻
物

金
賞　

青
木
春
花

　
（
静
岡
：
幸
実
宇
栄
）

銀
賞　

木
谷
成
克

　
（
伊
東
：
の
ん
き
寿
司
）

■
握
り

金
賞　

小
田
義
明

　
（
静
岡
：
八
千
代
寿
司
鐵
）

銀
賞　

中
崎
翔
太

（
静
岡
：
寿
司
職
人
び
る
川
）

※
関
西
江
戸
盛
に
つ
い
て

い
か
し
た
美
味
し
い
「
に
ぎ

り
寿
司
」「
ち
ら
し
寿
司
」

の
商
品
を
作
り
、
地
域
の
魅

力
を
伝
え
る
ご
馳
走
ず
し
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

静
岡
県
は
、
齋
田
理
事
長

は
、
鈴
木
啓
介
（
袋
井
：
味

匠 

弐
）　

稲
葉
敏
雄（
静
岡
：

入
船
鮨
）
が
、
参
加
い
た
し

ま
し
た
。

　

11
月
１
日
、
名
古
屋
市
に

あ
る
、
み
な
と
ア
ク
ル
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー 

１

Ｆ 

東
邦
ガ
ス 

プ
ロ
厨
房
オ

イ
シ
ス
で
開
催
さ
れ
た
「
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
技
術
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
に
ぎ
り
ず
し
競
技
に

出
場
し
て
き
ま
し
た
。
静
岡

か
ら
は
巻
き
す
し
競
技
２

名
、に
ぎ
り
ず
し
競
技
２
名
、

関
西
江
戸
盛
り
競
技
２
名
の

計
６
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

僕
の
出
場
し
た
に
ぎ
り
ず
し

競
技
は
制
限
時
間
35
分
間
で

約
５
人
前
の
寿
司
の
中
に
細

工
す
し
や
細
工
巻
き
を
入
れ

て
作
る
競
技
で
作
る
人
に
よ

っ
て
内
容
が
全
然
違
う
の
で

毎
回
色
々
な
作
品
が
出
来
上

が
り
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
に

は
何
度
も
出
場
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
が
こ
の
独
特
な

緊
張
感
に
は
全
然
慣
れ
な
く

て
色
々
考
え
て
い
る
内
に
競

技
の
開
始
時
間
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
今
回
も
練
習

会
な
ど
で
色
々
と
頂
い
た
ア

ド
バ
イ
ス
を
作
品
に
し
っ
か

り
と
活
か
そ
う
と
思
い
競
技

に
挑
み
ま
し
た
が
、
練
習
の

時
は
こ
の
や
り
方
の
方
が
良

い
か
ら
や
り
方
を
変
え
よ
う

と
思
っ
て
い
た
所
も
前
と
同

じ
よ
う
に
や
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
最
後
の
見
直
し
の
時
に

ち
ゃ
ん
と
一
直
線
に
盛
れ
て

い
る
と
思
っ
て
い
た
所
が
ズ

レ
て
い
た
り
、
こ
こ
は
ミ
ス

し
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
た
所
も
変
な
ミ
ス
を
し
て

い
た
り
と
悔
い
が
残
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

に
ぎ
り
ず
し
競
技
で
金
賞

を
頂
き
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

の
で
す
が
、
色
々
ミ
ス
が
多

か
っ
た
の
で
競
技
後
に
頂
い

た
ア
ド
バ
イ
ス
を
活
か
し
て

次
回
は
も
っ
と
完
成
度
の
高

い
作
品
を
作
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
出

る
と
他
の
選
手
か
ら
刺
激
を

受
け
た
り
、
日
々
の
仕
事
を

見
つ
め
直
す
い
い
機
会
に
な

る
の
で
ま
た
出
場
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

中
部
大
会
に
て
、
巻
物
部

門
２
年
連
続
金
賞
を
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
に
向
け
て
の
ご
指
導

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
自
由
作
品
で
は
伝

統
的
な
細
工
巻
き「
割
七
曜
」

で
勝
負
し
ま
し
た
。

シ
ン
プ
ル
な
作
品
ほ
ど
難
し

い
こ
と
に
改
め
て
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
や
っ
て
み
た
い

作
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

他
の
方
の
作
品
を
見
た
り
、

自
分
で
色
々
と
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
自
身
の
経
験
値
を
高
め

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
商
品
制
作
者
の
甲
賀
副
理

事
長
が
壇
上
に
お
い
て
、
商

品
説
明
を
行
い
、「
静
岡
に

ぎ
り
」「
静
岡
ち
ら
し
」
を

披
露
い
た
し
ま
し
た
。

静岡 すし処尾崎
尾﨑 吉宜

（技術委員長）

八千代寿し鐵
小田 義明
（静岡支部）

寿し幸実宇栄
青木 春花
（静岡支部）

令
和
５
年
度
「
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
す
し
技
術
講
習
会
」

（
ミ
ニ
コ
ン
ク
ー
ル
形
式
）
参
加
報
告

全
国
す
し
連

「
組
合
企
画
商
品
発
表
会
」
参
加
報
告

技
術
講
習
会

静
岡
県
参
加
者
の
感
想

静岡 すし処尾崎
尾﨑 吉宜

（技術委員長）

福島県すし組合
「技術講習会」
講師として参加

県技術副委員長 甲賀氏



静　岡　鮨　商　新　聞令和６年１月４日 第 138 号　　　⑷

今後の予定について（１月～３月）
◦   1 月   4 日㈭	 静岡鮨商新聞 138 号発行
◦   1 月 17 日㈬	 「県執行部会」
◦   2 月   3 日㈯	 節分「丸かぶり寿司」
◦   2 月 14 日㈬	 青年部「豊洲市場の視察」
◦   2 月 16 日㈮	 指導センター「臨時理事会」
◦   2 月 21 日㈬	 「令和５年度第４回理事会」（生衛会館）
◦   3 月   8 日㈮	 指導センター「臨時評議員会」

注文は 10 枚単位で事務所へお願いします。

「丸かぶり寿司」販促品のお知らせ

１枚　25円（税込）袋 １枚　13円（税込）経木

有効期限2023年12月31日のすし券は、2024
年２月27日㈫までに必ず換金をしてください。
以降は、一切換金できませんのでご注意くださ
い。事務局に来社するときは、必ず事前にご一
報ください。不在や現金がご用意できない場合
がございます。

注意

　　全国すし連中部ブロック「静岡県代表者会議」のご案内
令和６年３月６日㈬ 静岡ホテルグランヒルズで開催いたします。

　中部７県（愛知県・三重県・岐阜県・石川県・富山県・福井県・静岡県）の組合役員と組合員が集まり、
共通の課題を議論、検討します。講習会や後援会も開催することもあります。
　懇親会では、各県の同業者と情報交換を行い、親睦を深められる有意義な会議です。
　内容等は、後日「理事会」等で検討し、お知らせしますが、組合員皆様のご協力・ご理解を宜しくお
願いいたします。

令和５年 11 月９日㈭	静岡商工会議所にて、盛大に開催されました。
講演会は、演題

「ChatGPT4 を用いたサステナビリティ経営実践
　持続可能性を“自分ごと”にする方法」

講師	静岡県立大学経営情報学部経営情報学科	教授「上野 雄史	氏」
大会式典では、「大会宣言の採択」「大会決議の採択」と各表彰状の授与
が行われました。

各表彰受賞者
静岡県知事表彰

副理事長		甲賀 進一	氏（磐田支部	沖之寿司）

静岡県生活衛生同業組合連合会会長表彰
副理事長		植田 聞滋	氏（静岡支部	驛前松乃鮨）

　（公社）静岡県観光政策課が、徳川家康公が好んで食べたと伝わる鯛をは
じめとした、静岡県産の食材を使ったてんぷらを含むメニューのコンテス
トを開催しました。
　令和５年11月29日㈬	グランヒルズホテル静岡で表彰式が行われました。

特別賞受賞「ヘルシー焼き天ぷら鷹狩り御膳」の稲葉敏雄氏（県理事・
技術委員）のコメント！
　本日、グランヒルズ静岡に於いて、静岡で食べたい！旅行者を笑顔にす
る！「家康のてんぷらコンテスト」の表彰式があって［令和版］家康のて
んぷら部門で入船鮨葵タワー店（店長	稲葉敏雄氏）が特別賞を受賞致しま
した。静岡の食材を旅行者の皆様に喜んで頂けるように励んで行きたいと
思います。関係の方々には大変お世話になりありがとうございました。

第６１回静岡県生活衛生同業組合大会開催報告

静岡で食べたい！旅行者を笑顔にする！「家康のてんぷら」コンテスト開催

おかげさまで創業 92 年
SANO かびブロック工法

（防かび・防藻・抗菌・除菌・防腐）

佐野塗装㈱
静岡市駿河区中田１丁目１番20号

電話　054-285-7191
Ｅメール　info@sanotoso.com


